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熱田神宮の境内には楠が沢山ありますが、そのうち特に巨大なものが七本ありましたので、俗に七本楠
と言われています。殊に手水舎北の大楠は弘法大師手植えと伝えられ、樹齢千年を越す巨木です。ま
た十月下旬から十一月中旬にかけて、子供たちの健やかな成長を祝し、健全な育成を大神様に祈る、
七五三特別祈祷が行われ賑わっております。

大 楠

※掲載されている写真等の無断転載はご遠慮ください。大楠（熱田神宮）
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皆さんこんにちは。今月はロータリー財団月
間です。ロータリー財団は 1917 年アメリカの
アトランタで行われた国際大会で RI 会長アー
チ・クランフ氏の提唱により「人間を育てる
教育のための奉仕基金」を目的としたアーチ・
クランフ基金として創設されたのが始まりで
す。そして、1928 年にロータリー財団と命名
されました。初めの内はあまり活動をしてい
なかったようです。1945 年第２次世界大戦が
終了したのを機に、ロータリー財団の目標と
して①高等教育のためのロータリー財団奨学
制度の拡充②各国の国民の間に国際理解と友
好関係を進めることを目的とした、確実で効
果的なプロジェクトの育成③戦争や災害によ

り、破壊や損害を被ったロータリアンと家族のための緊急時の救済方法の準備が制定され本格的な活
動が開始されました。1947 年ポール・ハリスの逝去にともない、遺言によって香典が寄付されたの
を機に多額の寄付が財団に寄せられ、この寄付金を元に初めて 18 名の大学院生に奨学金が支給され
ました。そして、1957 年には 1000 ドル以上の寄付に対してポール・ハリス・フェローとして表彰
することが決められました。1965 年財団への年次寄付金が 100 万ドルを超えたのを機に同額補助金、
研究グループ交換プログラムが始まりました。1985 年に年次寄付金が 2400 万ドルに達し、ポリオ・
プラスプログラムがロータリーの正式プログラムとして認証されスタートしました。今年 1 月 13 日
インドがポリオ撲滅宣言をしました。なんとプログラムがスタートし 29 年掛かって最大で非常に困
難だといわれてきた国インドからポリオの自然株がいなくなったのです。
ロータリアンは忍耐強いといわれますが、正に実感です。あと、パキスタン・アフガニスタン・ナイ
ジェリアの３国になりました。もう少しです。今 RI はパイロット期間を経てロータリー財団の未来
の夢計画を掲げ、「財団は私たちのもの」ということを強調し６つの重点分野を中心に推進しています。
地域密着型、持続可能、そして効果が把握できる奉仕活動を強調しています。例えば今年の国際協議
会で発表された例を一つあげます。これは「疾病予防と治療」の範囲内であるとみなされる活動の一
つです。「ある国でマラリヤが大流行し大変困っている所へ感染対策の一つとして蚊帳を送った。し
かし、何日か経って蚊帳が壊れると修理する技術がなく、結局屑の山になってしまった。このことか
ら考えられるのは、単に物を送り終決したと思ってしまったところに問題があった。もし現地の人達
に、蚊帳を作る技術を教えれば、当然壊れた蚊帳の修理が可能となる。そして他地区へ販売すること
が可能になり、地場産業として輸出できるようになるかもしれない。そうすれば現地に雇用がうまれ
る」という話でした。即ち物を与えるだけではなく、技術を同時に教えればこの奉仕活動は持続可能
になり効果の見える化ができるということです。やはり現地・現物・現実の考えに沿って、本当に地
域が必要としているニーズを掘り起こし、奉仕活動をすることが求められています。私は中でもポリ
オ撲滅 ( 子供達をポリオから守る )、財団奨学生、財団平和フェロープログラムに大変関心を持って
います。新世代を救い、育成することが、最も持続可能な奉仕プログラムだと考えます。
会長・幹事・会員の皆さん宜しくお願いします。
Let’s find out the veritable regional needs before doing the Service.

ガバナーメッセージ

ガバナー 近藤 雄亮

ポリオ撲滅キャンペーン
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地区内各クラブの皆さまには常日頃よりロータリー財団の活動に大変
ご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。当 2760 地区は皆様
のご努力、ご活躍をもって、他地区の先陣をきるリーダー役を担ってお
りますことを大変喜ばしく敬意を表する次第です。

ロータリー財団の未来の夢計画は、2010 年～ 2013 年度までの 3 年
間のパイロット期間を経た後、2013 ～ 2014 年度より世界の全地区が「未来の夢計画」をスタートし
ました。「未来の夢計画」とは、ひとことで言うと、“ ロータリー財団の使命を実現する為のあたらしい
補助金システムである ” と言えます。では、ロータリー財団の使命とは何でしょうか？　2007 年の規
定審議会で採択をされたロータリー財団の使命は、「国際ロータリーのロータリー財団の使命は、ロー
タリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、
平和を達成できるようにすること」であると定めました。2007 年以前のロータリー財団の使命には、「地
域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文化交流プログラムを通じて、世界理解と平
和を達成しようとすることを支援すること」となっていました。財団の目的・使命は「未来の夢計画」
で大きく変わりました。

ロータリーの果たさなければならない役割とは？　ロータリーの存在意義とは？　大きく問われる時
代になっています。貧困や飢餓、教育もろくに受ける事が出来ない人々、負の連鎖で生きることも難し
い人々のいる国があり地域があります。「未来の夢計画」はまさにそこから生まれた「改革」であります。

「未来の夢計画」の特徴は、“ 選択と集中 ” です。世界には多くの様々な問題があることは言うまでもあ
りませんが、様々な問題の中から重要度の高いものとそれほどでも無いものに選別し、明日を生きるこ
とが難しい人達のため、中長期的な視点から効果的で持続可能で自立を促すことができることに支援
の重点を置くことにしました。それが、重点 6 分野です。“ 平和と紛争予防／紛争解決 ”“ 疾病予防と
治療 ”“ 水と衛生 ”“ 母子の健康 ”“ 基本的向上と識字率向上 ”“ 経済と地域社会の発展 ” この重点 6 分野
において集中的に支援をしようと考えた訳です。ロータリー財団のプログラムには、ポリオ撲滅を筆頭
に、平和フェローシップ、財団奨学生、職業研修チーム、他人道的奉仕、教育的奉仕、経済的自立支
援奉仕などなど、さまざまな形はありますが、その役割を担う中心はロータリアンであります。ロータリー
精神の矜持をもって、ロータリーの存在意義を高め、慈善団体として広くロータリーが理解され、仲間
や理解者が増えることは、人間パワーが充実し資金パワーも集まることにつながります。

“ 世界で良いことをしよう！” のスローガンのもと、皆様が世界で地域で、ますますご活躍されんこ
とをお祈り致します。

「改革」〜新しいロータリー財団
地区ロータリー財団委員会　委員長　鈴木 文勝

ロータリー財団月間
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ロータリー財団月間

アトランタ国際大会≪１９１７≫の席上、ＲＩ会長アーチ Ｃ . クランフ
が教育の為の基金として、ROTARY ENDOWMENT の設置を提言し
た。これが後にロータリー財団となる。その間、カンザスシティーＲＣ
が＄２６．５１を寄付し、寄付金第一号となる。ミネアポリス国際大会

（１９２８）において、正式にロータリー財団として発足した。

皆さんはよく国際ロータリーとロータリー財団は、車の両輪だとお話
になる。私も同意である。問題はいずれが、主か、従かである。初期の自転車を想定して下さい。
前輪が大きく、ペダルが付いており、原動力をもたらす。後輪は小さい。私は前輪こそ国際ロータリー
であり、後輪がロータリー財団だと理解します。即ち国際ロータリーあってのロータリー財団である
と。

今月はロータリー財団月間です。例会で、会員同志の会話の中で、今一度、財団についての意識を
高め、貴方のクラブ、ご自身の貢献度を確かめてください。正直な所，２００７年以降、特に未来
の夢計画を機に、ロータリー財団の哲学が大きく変質した事は否めませんが。

資金推進委員会は年次基金・恒久基金・メジャードナー（旧大口寄付）・
ロータリーカードと財団の全ての寄付を担当する委員会です。「世界でよ
いことをしよう　地区で良いことをしよう」「奉仕の為にお金を出し　奉
仕の為にお金を遣う」を実践する為には基金（寄付）が必要なことはロー
タリアンの皆様も十分御理解頂いていると思います。今年度の当地区Ｒ
財団の目標は、年次寄付一人当たり１５０ドル、べネファクター１クラブ
１人、メジャードナーは地区で５人と昨年度と同じです。Ｒカードにつきましてもことあるごとにお願
いしていますが、８月末の保有数は３３１枚で地区会員数の６. ９３％です。カード保有０クラブが３ク
ラブ有ります、「もうカードは要らない。」という声も聞きますが、今一度ＲＣカードをお持ちになって
頂き、月一度、年一度でも利用されることをお願いします。一昨年よりＲ財団への寄付は所得税の控
除になることもご承知と思います、何かの記念日・区切りの年に財団への寄付を思い出して下さい。国
際ロータリーのロータリー財団は、ロータリアンみんなの財団です。

過去３年の寄付状況	 一人当たり年次寄付	 寄付総額
２０１１／２０１２	 １３８. ４１ドル	 １, ０２８, ３０１ドル
２０１２／２０１３	 １５８. ３２ドル	 ９６６, ５００ドル
２０１３／２０１４	 １４７. ２３ドル	 ９８１, ７４４ドル

ロータリー財団月間に思うこと

ロータリー財団月間について（資金推進について）

地区資金管理委員会　委員長　豊島 德三

地区資金推進委員会　委員長　中林 正人
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ロータリー財団月間

平素は地区ロータリー財団活動にご理解ご協力を賜り有り難うございます。
本年度は、７月～８月にかけてクラブ事務局員様を対象にした「地区補助
金についての研修会」を開催させて頂きました。ご多用の中、事務局員様
を出張させて頂き感謝しております。

さて、近藤年度の補助金の財源は３年前の松前ガバナー年度の年次寄付と
恒久基金の運用益 665,507 ＄が地区活動資金と国際活動資金として活用
されます。本年度は地区内５１クラブが地区補助金事業を活用、１４年１１月現在４クラブがグローバル補
助金で事業を展開中です。「世界でよいことをしよう」の財団の標語の元、様々なＲＣの社会奉仕事業が
地域や世界の様々な場所で行われております。

本年度より地区補助金申請ルールが下記の様に一部改訂されましたのでご案内致します。

① 地区補助金申請期間を変更・・・１５年１月～３月に延長しました。

② 補助金申請額上限を１クラブ１００万円迄と明記しました。　

③ クローバル補助金において地区が補助するＤＤＦからの支給限度額を５万ドルまでと明記させて頂きま
した。

本年度も皆様のクラブにお役に立てる補助金委員会であり続ける様努力致します。何なりとお声を掛けて
下さい。

ＶＴＴ委員会の活動の目的は「地域社会の人々の能力や技術を高めるこ
とを目的に、専門家チームを海外に派遣して現地の専門家に技術指導を
行なったり、あるいは指導を受けること」にあります。当地区では、５
年前の「未来の夢計画」開始に伴うＶＴＴプログラム発足当初からグロー
バル補助金を利用して医療専門家チームを海外に派遣してきました。地
区内のロータリアンではない医療関係者５名～６名の協力を得てチーム
を編成しての派遣で、期間は概ね３週間～４週間です。初年度は５８９０地区（アメリカ・ヒュースト
ン）、２年目は９６００地区（オーストラリア・ブリスベーン＆ソロモン諸島）、３年目は７０７０地区（カ
ナダ・トロント）、そして昨年は３７８０地区（フィリピン・ケソン市）に派遣しました。７０７０地区と
３７８０地区からは現地の専門家チームを招へいして当地区内でも研修を行いました。昨年の３７８０
地区の研修では、比政府から現地の医療行為許可を取得して実際に腹腔鏡手術を行って指導を行うな
ど、さらに進化したＶＴＴ事業となりました。今年は３３１０地区（シンガポール、ブルネイ、マレー
シアの一部）のコタキナバルを拠点に院内感染予防管理についての研修を行う計画です。予定は現地
への派遣が３週間、当地区への招へいが１週間です。今後も医療先進国としての特徴を生かし、特に
新進国への医療技術の向上に努めることを活動の柱として当地区のＶＴＴ事業を推進していきたいと
思っていますので、引き続き皆様のご理解ご支援を賜りますようよろしくお願いします。

ロータリー財団月間について

医療研修チーム派遣で国際貢献

地区補助金委員会　委員長　櫻井 繁

地区職業研修チーム（ＶＴＴ）員会　委員長　福田 哲三
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ロータリー財団月間

ロータリーの「ポリオ撲滅」への挑戦

　1985 年 2 月ロータリー創始 80 周年に当たって「ポリオプラスプロ
グラム」が発表され、他のパートナー団体と共に、心血を注いで「ポ
リオ撲滅」活動を展開してまいりました。国際ロータリーは、1988 年
世界保健総会により開始されたＧＰＥＩの主導パートナーとして、ポリ
オ撲滅活動に取り組み、ゲイツ財団とも協力を行ってきました。世界
ポリオ撲滅計画は 2012 年 1 月で完了していますが、ＧＰＥＩへの寄付額は 12 億ドルを超えており
ます。世界予算の 12％、民間部門だけでは 51％を占めています。現在ポリオの感染数は 99％減少
しました。しかし撲滅が達成されなければ、再び広がり10 年以内に全世界で年間 20 万人以上の
子供達が身体麻痺となる可能性があります。今年度 2015 年 1 月 18 日 ( 日 )、インドＮＩＤのポリ
オワクチン投与活動に参加計画をしております。2009 年世界ポリオ患者の半数を抱えていたイン
ドは「ポリオ根絶」が世界で一番最後になると言われていましたが、大規模且つ継続的な努力が実
を結び、2014 年 3 月「ポリオフリー」と認定されました。しかしまだ予断が許されない状況です。
是非一緒にポリオワクチン投与活動に出かけようではありませんか。

日頃より、ロータリー財団へのご支援を頂き感謝申し上げます。皆様
の貴重な寄付金により、多くの優秀な学生達がロータリー財団グロー
バル補助金奨学生として海外の大学院に留学し、より高いレベルの勉
強や研究をさせて頂く機会を頂き、卒業後も多くの人材が世界各地に
於いて素晴らしい活躍をしています。これからも多くの人材を育成す
ることにより、財団標語「世界で良いことをしよう」を実践してまいり
ます。

また、世界平和フェローシップにつきましては現在１名の申請中で、本年 11 月末までには承認の結
果が出ると言うことで心待ちにしている状況です。今後も、奨学生終了者の中から新しいフェロー
を生み出す為にフォローをしてまいります。

財団学友会につきましては、財団プログラムを終了した人達自身が友好や情報交換の場として運営
していく事を本意としていますが、海外で活動中の人や、自身の職業が忙しく参加できないなど運
営の難しい面も多々あります。今後は、Facebook の活用など学友自身が必要とする会を目指すと
共に、ロータリアン自身が学友会を活用する方法などを学友会とともに探っていきたいと思います。
今後ともご支援をよろしくお願い致します。

国際ロータリー最優先事項　「ポリオ撲滅」

奨学生の推薦をお願いします

地区ポリオ・プラス委員会　委員長　横井 定

地区奨学基金・学友・平和フェローシップ委員会　委員長　小島 哲夫
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世界インターアクト週間

地区内ロータリークラブの皆様には日頃からインターアクトクラブの
活動にご理解と多大なるご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

1962 年 11 月 5 日に米国フロリダ州のメルボルンにあるメルボルン高
校に最初のインターアクトクラブが誕生しました。以来世界中の青少
年が共に活動できるような組織をつくろう、という機運はますます高
まり、現在では 120 以上の国や地域において、25 万人以上の青少年
が地域のための奉仕活動と国際理解を深める活動をしております。ＲＩ理事会により11 月５日を含
む１週間を「世界インターアクト週間」と指定されました。この週間に世界中のロータリーとインター
アクトが共同プロジェクトに参加し地域社会の多くの人たちに我々の活動を知ってもらう事が期待
されています。第２７６０地区には１９６４年に創立され今年５０周年を迎える豊川高校ＩＡＣを初
めとして、今年の１０月結成されたばかりの津島東高校ＩＡＣまで１６のインターアクトクラブがあ
り、募金活動や障害児や高齢者の支援活動、地域の清掃活動等、活発に活動しております。

１１月１日～３日に２７６０地区ロータリーデーとして開催される『ワールドフード＋ふれ愛フェスタ』
に多くのインターアクターが参加し、このプロジェクトの成功に向けて活動致します。ロータリアン
の皆様には会場で活動しているインターアクターを見かけましたらお声を掛けて頂けましたら幸い
に存じます。

世界インターアクト週間によせて
地区インターアクト委員会　委員長　奥田 清仁

国際大会ＰＲ

2015 年ロータリー国際大会
サンパウロ、ブラジル ｜ 6 月 6 日（土）～ 6 月 9 日（火）

ウェブサイトで詳しくお知らせしています。
http://www.riconvention.org/ja/2014/Pages/saopaulo2015.aspx
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ガバナー活動報告

開催月日　2014年 10月10日 (金 )　16：00～18：20
開催場所　津島商工会議所大ホール
内　　容　式典／記念講演／懇親会

津島ロータリークラブでは、地域の愛知県立津島東高等学校にインターアクトクラブを提唱し、9月26日（金）
に第1回ＩＡＣ例会を開催しました。これによりＲＩより承認され、認証状をいただくことができ、10月10日に
認証状伝達式を開催しました。
　第1回例会から2週間後の式典のため、ガバナー事務所や地区青少年奉仕委員長、そして地区青少年奉仕

委員長が所属する田原ロータリークラブ事務局にまでご協力をいただき、大急ぎで準備に当たりました。
当日は急な呼びかけにもかかわらず、日比一昭津島市長、近藤雄亮ガバナー、野杁章夫西尾張分区ガバナー

補佐、秋田敬治地区青少年奉仕委員長、奥田清仁地区ＩＡ委員長、黒田勝基地区ＩＡ担当ガバナー補佐、西本一
幸地区ＲＡ委員長、谷山芳和地区ＲＹＬＡ委員長、岡田雅隆地区青少年交換委員長はじめ地区の青少年奉仕関連
各委員会関係の方々にご出席いただき、ご挨拶いただきました。また、地区ＩＡＣからは桜花学園高校ＩＡＣ、愛
知啓成高校ＩＡＣの代表の方も駆けつけてくださいました。
式典では近藤ガバナーより堀田航平ＩＡＣ会長に認証状をお渡し、堀田ＩＡＣ会長は感謝と決意を述べました。
式典の後、津島ＲＣ推薦のロータリー平和フェロー第9期生の水野ショー真希さんが「世界の中の日本」と題

した記念講演を行い、ＩＡＣ発足にふさわしい有意義なお話をお聞きすることができました。
最後に津島東高校ＩＡＣと津島ＲＣのメンバーが一緒になって会場を立食パーティに模様替えして懇親会を開

催し、楽しい時間を過ごしました。
一連の内容は、すべて地元の西尾張ＣＡＴＶに収録していただきました。

愛知県立津島東高等学校インターアクトクラブ  認証状伝達式報告
津島ロータリークラブ　会長　安江 正博／幹事　野々山 勝也／青少年奉仕委員長　幅 辰雄

9月26日、第1回ＩＡＣ例会

近藤ガバナー挨拶

認証状

立食懇親会

近藤ガバナーより認証状伝達

全員集合して記念撮影
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　９月８日、近藤ガバナー、髙須地区幹事に、例会場であるウェスティ
ンナゴヤキャッスルにお越しいただき、会長・幹事懇談会、例会を開催
いたしました。

　会長・幹事懇談会では、穏やかな雰囲気の懇談のなかで、近藤ガバ
ナーが、ガバナー方針の「私の思い」に触れられ、ロータリーができてか
ら５０年を経た１９６０年代に起こったロータリーマグマ活動からさらに
５０年が経とうとする現在、再度力強く活動をすることを切望しているの
ですと熱く語られたことが印象的でした。また、東日本大震災の遺児を
支援する「希望の風奨学金」への協力依頼がありました。

　例会においては、近藤ガバナーは、会員増強において、会員の増加も
大事なことであるが、むしろロータリー会員として強くなることが大切な
ことと思う。ロータリーの歴史や哲学も重要なことではあるが、ロータリー
は感動を与えることがより大切であると思う。来年５月の「心に残るロー
タリー月間」では、若い人も先輩たちも、自分の心に残ったロータリー
体験を是非話してくださいと話されました。

今回の公式訪問において、近藤ガバナー、髙須地区幹事の温和な人柄と
ロータリーに対する熱い思いに触れることができたことは、大変有意義
なことだったと思います。

ガバナー公式訪問報告

名古屋東ロータリークラブ

高浜ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　奥村 哲司

幹事　鈴木 康博

2014 年 9 月 8 日㈪

2014 年 9 月 9 日㈫

当日は、近藤雄亮ガバナーと髙須洋志地区幹事をお迎えして、ガバナー
公式訪問が行われました。

例会に先立ち１１時３０分から「瑞雲の間」において、高浜クラブよ
り出向している黒田勝基ガバナー補佐と近藤智樹分区幹事も参加してい
ただき、ガバナー、地区幹事を囲んだ会長・幹事懇談会が行なわれました。
懇談会では、近藤雄亮ガバナーより地区方針「集まろう・語ろう・楽しもう」
についての意味深いお話や、ＷＦＦ（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）

（地区ロータリーデー）のコンセプトなどを分かりやすくお話しいただき
ました。

また、例会では本来であれば拍手等の礼をつくして会場にお迎えすべ
きところ、特別な対応はしないようにとのご指示いただき、近藤ガバナー
のクラブに対するご配慮に甘えさせていただきました。ご講演では地区
方針「集まろう・語ろう・楽しもう」をもとにＷＦＦ（地区ロータリーデー）
についての魅力や一般の方々にロータリーを理解していただく意義を分
かりやすくお話しいただきました。会員一同改めてロータリーの魅力や
輝きを感じることができたと思います。

例会後もお忙しい中、高桑会長をはじめとする当クラブ役員としばし
の雑談の機会をいただき、改めて近藤雄亮ガバナーと髙須洋志地区幹事
に感謝を申し上げます。

2014 年 9 月 8 日㈪ 〜 10 月 3 日㈮  開催分
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稲沢ロータリークラブ

常滑ロータリークラブ

報告者開催日 幹事代理　永井 伸治2014 年 9 月 10 日㈬

RI 第 2760 地区ガバナー　近藤雄亮様と地区幹事　髙須洋志様をお招
きし、ガバナー公式訪問例会を開催しました。例会場の尾張大國霊神社
は、「天下の奇祭　はだか祭」でも有名で、通称「国府宮（こうのみや）」
と呼ばれ、尾張総社として親しまれています。近藤ガバナーは 42 歳と
60 歳の厄年に、厄除け祈願に詣でられたとのことで、再来をお喜びい
ただきました。
折しも、本殿御修造中の国府宮へご来訪を記念し、本年 1 月に竣工し
た儺追殿（はだか祭の神男がお籠りするところ）にご昇殿なされ、RI 第
2760 地区の益々の繁栄と近藤ガバナーご自身のご活躍を祈願し、正式
参拝をしていただきました。近藤ガバナーは霊験新たかに玉串奉奠をさ
れました。その後、貴賓室に移り、会長・幹事懇談会を執り行い、近藤
ガバナーからのご指導を仰ぎました。
例会では、近藤ガバナーの卓話を拝聴しました。特に心に残ったのは、

「ロータリーは、感動することであり、世のため、人のために奉仕する職
業人の集まりである。そして、ロータリーはビジネスである。ビジネスとは、
顧客満足度を向上することであるので、ロータリーでの顧客満足度を高
めることとは、社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕である。」というお話でした。
例会終了後には、儺追殿前にて近藤ガバナー、髙須地区幹事を囲んで
の記念集合写真を撮影して散会しました。

９月１２日に近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事をお迎えして常滑市りんくう町のＪホテルでガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。

例会開催前の会長幹事懇談会では当クラブの現状と１１月１日～３日に栄の久屋大通公園で行われるＷＦＦ
（ワールドフード＋ふれ愛フェスタ）に常滑ロータリークラブが出店する事でガバナーより御指導を受けました。

例会では近藤ガバナーより地区方針「集まろう・語ろう・楽しもう」のお話とロータリーの歴史についてのお
話をいただきました。

今年度はガバナーと地区幹事は第２７６０地区の全てのクラブへ訪問されるとお聞きしております。本当にお
忙しい中、常滑までお越しいただき有難うございました。

開催日 2014 年 9 月 12 日㈮ 報告者 幹事　猪飼 昭夫

ガバナー公式訪問報告
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ガバナー公式訪問報告

名古屋清須ロータリークラブ

奥三河ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　鷲見 好弘

会長　鷲山 俊明／幹事　伊藤 武

2014 年 9 月 16 日㈫

2014 年 9 月 17 日㈬

国際ロータリー第 2760 地区近藤雄亮ガバナー（髙須洋志地区幹事は欠席）をお迎えしてのガバナー公式
訪問例会を開催いたしました。

例会前の会長、幹事懇談会では会員増強について議論しガバナーより会員を増やすだけではなく会員を強く
すると言う適切なご指導を戴きました。

また例会におきましては、近藤ガバナーの意向で、特別なお迎えをせず普段の例会通りお迎えし、例会が始
まりロータリー活動に対する、今年度の指針を拝聴することが出来、会員一同心から感銘を受けました。

最後に近藤ガバナーすべてのクラブを訪問、それこそが本来のガバナーの姿だと私は思います。有り難うご
ざいました。

秋晴れのすがすがしい日に、近藤ガバナー・髙須地区幹事をお迎えし、ご指導いただきました。久
しぶりの 1 クラブでのガバナー公式訪問、全クラブ訪問することが、地区に対しての奉仕ということで、
遠く　奥三河までありがとうございました。

当クラブは 45 周年を迎えます。

過疎化・高齢化には勝てず、奥三河クラブ存続の問題も出ている状況です。

本年度は「親睦第一」というクラブテーマのもと、魅力ある例会設営・出席率を上げるよう各自努力
をする。力を合わせて少人数でも出来る社会奉仕活動の実行を目標に努力致します。ご支援・ご指導よ
ろしくお願い申し上げます。
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ガバナー公式訪問報告

江南ロータリークラブ

名古屋和合ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

会長　堀尾 庄一

会長　亀井 敏勝

2014 年 9 月 18 日㈭

2014 年 9 月 24 日㈬

平成２６年９月１８日午前１１時３０分より午後１２時２０分
まで、近藤ガバナー・髙須地区幹事をお迎えし、例会前の会長・
幹事懇談会が行われ、近藤ガバナーより下記３項目のご指導
頂きました。①１１月開催のワールドフード + ふれ愛フェスタ
は「ジャパンロータリーデイ イン　愛知」として開催します
ので、江南ＲＣからのご協力を賜り多くの方に参加願いたい。

②希望の風奨学金への支援をお願いしたい。すでに３年半
が経過し、本制度の風化が心配されます。つきましては、会
員１名あたり１，０００円の支援をお願いしたい。

③広島豪雨災害義捐金への支援をお願いしたい。

以上の依頼を受け、江南ＲＣとしての対応を前向きに検討
することを話し合い非常に有意義な懇談会となりました。

その後、１２時３０分より会場を移し、例会が開催され、近
藤ガバナーより新世代奉仕プログラムについてご説明頂き、
続いてＲＩのテーマである『ロータリーに輝きを』について、
大変丁寧に心を込めて具体的な取り組み例なども交えながら
卓話を頂く事ができました。短い時間ではありましたが、ガバ
ナーより多くの事を学ぶ事ができ、充実した例会となりました。

９月２４日　近藤ガバナー・髙須地区幹事をお迎えして例
会前に懇談をさせていただき、また近藤ガバナーには例会卓
話にて『思い』のこもったお話をいただきました。

まずは、昨年当名古屋和合ロータリークラブが田中直前ガ
バナーをはじめ地区役員・地区委員会そして 2760 地区各ロー
タリークラブの多大なるご協力のもとに開催させいていただ
きましたＷＦＦにつきまして過分の評価をいただき、今年度
は地区事業としてＷＦＦをベースに「ロータリーデー」そして

「ジャパンロータリーデー」のモデル地区として発信してゆく
までの経緯をご説明いただきました。

また、「希望の風 奨学金」「職業奉仕の重要性」「私の心に
残るロータリー体験を語る月間」など近藤ガバナーのロータ
リーに対する熱い思いと人柄が感じられる貴重な時間をいた
だきました。
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ガバナー公式訪問報告

半田ロータリークラブ

名古屋みなとロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　榊原 明美

副幹事　山内 靖雄

2014 年 9 月 25 日㈭

2014 年 9 月 26 日㈮

２０１４年９月２５日（木）、国際ロータリー２７６０地区近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事を当クラブの例
会場ヴィラ　シェトワ　ハクサンにお迎えして懇談会並びに例会を開催しました。ガバナー公式訪問を単独で
開催することは大変久しぶりで、ホストを務めることに緊張いたしましたが、本年度、地区大会を半田ロータリー
クラブが主管することもあり近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事とは頻繁にお会いする機会があり、懇談会
も和やかな雰囲気で和気藹々と行われました。その後の例会も「ロータリーデー」「希望の風奨学金」の協力
を依頼され、会員一同志を同じくして行動することになりました。例会の出席率も大変高く、充実した１日とな
りました。

例会に先立ち、近藤ガバナーと髙須地区幹事をお招きして懇談会を行いました。
吉田会長より本年度は会員による手づくり例会の実施と招待状を発行して新規会員増強を図ることを大きな

柱としていると説明しご理解を得ました。
また近藤ガバナーからは WFF（ワールドフードフェスタ）の積極的な参加と希望の風奨学金の支援協力の

要請があり、当会としても協力体制を敷いているところであります。
また例会における卓話ではロータリークラブの発祥から時代の変遷により今日に至るまでの過程を興味深く

拝聴しました。
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ガバナー公式訪問報告

豊橋南ロータリークラブ

名古屋名東ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　髙崎 俊幸

会長　中村 公彦

2014 年 9 月 29 日㈪

2014 年 9 月 30 日㈫

９月２９日 ( 月 ) ホテルアソシア豊橋にて近藤ガバ
ナー、髙須幹事をお迎えして「ガバナー公式訪問例会」
が行われました。

例会では、近藤ガバナーより、ロータリー活動につ
いて「勉強や、スピーチ等の訓練ももちろん大切だが、
一番の大切なことは感動である。感動を如何にシェア
していくか、ロータリアン同士が感動を分かち合ってい
くことにより、つながりや思いも広がり、深まっていく。
感動というのは、勉強と違って、こころからも頭の中か
らも抜けていかない。これは、ロータリーの大事部分で
あり、変えてはいけない部分だと思う」とのお話をいた
だきました。

有意義なお話を拝聴させていただき、ありがとうご
ざいました。

今年度ＲＩ第２７６０地区近藤雄亮ガバナー並びに髙須洋志地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問が行
われました。例会前の事前会議では近藤ガバナーより公式訪問件数のちょうど折り返しでの公式訪問とお伺い
して、各クラブのお話を聞くことが出来ました。近藤ガバナー、髙須地区幹事のお人柄がうかがえる事前会議
でした。

例会では米山記念奨学会より２億円達成クラブとしての表彰を近藤ガバナーより頂きまして、クラブ員への
１０月米山月間にむけて理解を得る良い機会となりました。お心遣いに感謝申し上げます。卓話の時間では近
藤ガバナーより記憶に残る本の紹介をいただき、ロータリアンとしての基礎知識などを交えて分かりやすく丁
寧に説明を受ける事が出来ました。

最後になりますが近藤ガバナー、髙須地区幹事の気さくなお人柄に感謝申し上げ、ご報告といたします。



─  15  ─

ガバナー公式訪問報告

岡崎ロータリークラブ

豊橋ロータリークラブ

報告者

報告者

開催日

開催日

幹事　早川 勝博

幹事　池田 至

2014 年 10 月 1 日㈬

2014 年 10 月 2 日㈭

　10 月 1 日（水）、近藤雄亮ガバナー、髙須洋志地区幹事を迎
えての例会が開催されました。

　例会前の懇談会において、天野会長からの当クラブ年度会長
方針説明に対して、ガバナーからは、会長方針がガバナー方針に
沿った内容になっていることに大変感銘を受けたとのコメントを
頂戴しました。また、「広島災害」「希望の風」への寄付のお礼が
述べられたとともに、ロータリーにとっての寄付行為は地区とク
ラブ間での温度差や単年度と継続性という問題こそあるが他団体
の寄付行為と大きく異なるのは、支援される側の相手と使われ方
が明確になっていることを強調されました。

　例会では、本年度のガバナー方針を分かりやすく説明がなされ
ました。中でもロータリー先進国でもある日本のクラブは、停滞
感が強まっていることへの危惧を感じること、もっと「感動」す
るために「人・こと・感動」などの「出会い」を多くして行きたい。
そしてそのためには「目標設定」を明確にして皆で遂行して、そ
の「達成感」を共有することが大切であることを最後に強調され
て例会を閉じました。近藤ガバナーありがとうございました。

１０月２日（木）、近藤ガバナー、髙須地区幹事をお迎えして、ガバナー公式訪問例会を開催しました。例会に
先立ち開催された懇談会では、ガバナーからクラブの現状、運営について、アドバイスとご指導をいただきました。
また、ＷＦＦ、希望の風奨学金のお話をいただき、当クラブの協力を確認しました。

例会では、地区方針について解説いただくとともに、ロータリーとは感動であり、感動する、感動させるという
ことを念頭におきロータリー活動を行えば、強い結束をもったロータリーが実現できると語られました。

大変有意義な例会となりましたことに感謝申し上げます。
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ガバナー公式訪問報告

津島ロータリークラブ
報告者開催日 幹事　野々山 勝也2014 年 10 月 3 日㈮

　10 月 3 日 ( 金 )、近藤ガバナーと髙須地区幹事をお迎
えしてガバナー公式訪問例会を開催しました。

　会長幹事懇談会では世間話も交えて和やかな雰囲気の
中、地区が力を入れていることやその方針についてのお
話を頂き、また、当クラブからも意見を述べさせて頂き
ました。

　卓話では、当日の翌週に愛知県立津島東高校のイン
ターアクトクラブ認証状伝達式があることを踏まえてＩＡ
Ｃ関連のお話をしていただきました。地区では青少年育
成に力を入れており、Ｒ財団奨学生、平和フェロー、米
山奨学生、青少年奉仕プログラム、青少年交換の事業が
あること、そしてポリオ撲滅運動も子どもの将来のため
という意味において、これも青少年育成のひとつである、
とのお話をされました。

ＧＥＴＳ・ガバナーエレクトセミナー報告
ＧＥＴＳ（Governor Elect Training Seminar） 

ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ）が 9 月 2 ～ 3 日、都内で開催され、3 日午前のセッション「ロータリー
米山記念奨学会プログラム」において、板橋敏雄理事長（当時）が 7 年間の在任中のご支援への感謝とともに、奨
学事業の現況報告を行いました。また同日午後、配偶者同席の全体会議「ロータリー学友からのメッセージ」セッショ
ンでは、米山学友を代表して、よねやま親善大使の尤銘煌さんと楊小平さんがそれぞれスピーチを行いました。

 
 2015-16 年度ガバナー米山記念奨学事業セミナー 
翌 4 日には、当会主催のガバナーエレクトセミナーを開催。午前のセッションでは、北清治ＲＩ理事から基調講

演を頂きました。「この事業の歴史的背景や素晴らしさは、常々実感し納得している。それを皆さんと一緒に確認し
たい」と、北ＲＩ理事は“ハイライトよねやま”バックナンバーを利用しながら事業のあゆみを紹介。「誇りと自信を持っ
て、この米山記念奨学事業にも大きな貢献をしていただきたい」とガバナーエレクトにエールを送りました。

また午後のセッションでは、「よねやま親善大使に聞く 10 の質問」「米山奨学事業での心に残る体験（ロータリー
モーメント）卓話」に続いて、グループディスカッションを行いました。特に、グループディスカッションは「米山
奨学事業の課題を検討できた」「各地区の問題点、悩みなどを具体的に聞けて良かった」と好評でした。お忙しい中、
セミナーにご参加いただいたガバナーエレクトの皆さまに、心から感謝申し上げます。 
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委員会報告

2014年 9月11日 ( 木 )午後15時 00分から名鉄グランドホテルにて近藤ガバナー、髙須地区幹事、加藤ガバ
ナーエレクト、片山カウンセラー、桐渕ガバナー補佐はじめ地区内クラブ７２クラブの広報・雑誌委員長が参加し、
第１回地区内委員長会議を行い、広報活動の指針を討議することが出来ました。
会議に先立ち、近藤ガバナーより今年度の広報委員会に対し地区活動の期待度が、今までより高いとのご挨

拶を頂きました。
この中で「ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ」の推進、取りまとめ役等を当委員会が担うと共に、この機会

を捉え地区各委員会との連携役として地区一丸となるような協力体制を築き、さまざまな情報を各クラブに伝達
出来得る様な体制づくりを目指して頂きたいとのことでありました。
また、片山カウンセラーより広報活動としては、内向き (ロータリアン向け )、外向け (一般市民向け )の活動

方法があり、特に、最近のRIは、「ロータリーの公共イメージ及び認知度の向上」を目的として、外向けの広報
に重きを置き推進しているのが特徴であります。
今回のイベントは、これらの広報活動の目的を満たしている素晴らしい企画であるとのこと。
続いて、特別講演があり、広報活動の基本を講演頂き、今後の広報活動について参考とさせて頂きます。
また、今年度の事業計画は以下の通りです。
① WFF(ワールド・フード+ふれ愛フェスタ)の推進
•	 クラブ内のPRを実施 (クラブ委員長にて実施 )
•	 地区各委員会（実行委員会メンバー )との連携強化を図る

② 地域社会への広報活動の強化を図る。
•	 地域におけるイベントの積極的な参加の推進を図る。
•	 地域発行の情報誌、広報誌等の掲載の検討を行う。

③ 地区ホームページの充実化及びアクセスの推進を図る。
•	 IT 委員会を通じ、各クラブへの情報伝達の充実を図る。

④ ロータリー雑誌への投稿の推進を図る。
•	 例会時にトピックス記事を広報・雑誌委員長より紹介する。

最後に、今年度の前半は、「ワールド・フード＋ふれ愛フェスタ」の開催に向けて活動し、地区挙げて努力す
ることを誓い会議を終了することが出来ました。

地区広報委員会　委員長　篭橋 美久
第１回地区内広報・雑誌委員長会議報告書
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委員会報告

クラブ米山委員長会議・米山奨学生・学友会（愛知）総会を２０１４年９月１１日（木）にキャッスルプラザに
おいて開催いたしました。

第一部は近藤ガバナー、田嶋米山記念奨学会理事、中島ガバナー補佐、髙須地区幹事を始め、各クラブの会長、
幹事、委員長、カウンセラーに参加いただき、特別講師として米山記念奨学会事務局長の岩邉俊久氏による米山
について、パワーポイントを使い、米山奨学事業の現状と将来への理解促進と、寄付増進をお願いしました。

第二部は米山学友会（愛知）の１８回目の総会に奨学生、学友、大学指導教員の先生方も加わり、総勢で
１４８名において学友会総会開催、次年度の役員発表や会計、事業報告を承認。　第三部は和やかな雰囲気の中、
杯を交わしながら親睦を図りました。米山奨学事業の価値はどんな奨学生を採用したか、どのように育てたか、
どのように育ってくれたか、将来を見据えた人材育成が最大の事業目的であります。米山奨学生・学友とロータ
リアンとは絆で結ばれています。これからも皆様のご支援を宜しくお願い致します。

地区米山奨学委員会　委員長　伊藤 敦夫
クラブ米山奨学委員長会議・米山奨学生・学友会総会

近藤雄亮ガバナー

田嶋好博米山理事

林 学友会会長
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お知らせ

平成２６年９月１４日、連休の真ん中の晴天の日曜日
私たち江南ロータリークラブ５０周年記念事業の第２弾、合わせてロータリーデー事業として「池
上彰氏講演会」と、同時開催で江南ロータリークラブと何かと縁の深い江南市国際交流協会の展示
ブースを設営いたしました。当日は１３：００開場にもかかわらず、早い人は朝８時から入場口に並
ばれ、開場の３０分前には予想をかなり超える江南市民や近隣の方々で、長蛇の列になりました。
前日まで様々な想定の元、最後尾の看板、拡声器でのご案内やお願いのシナリオなど綿密な準備を
してきましたので、それほどあわてることも無く、また市民の皆様にもご協力頂け、自由席にもか
かわらずスムーズに開場し、ご入場いただけました。
講演会場の江南市民文化会館の大ホールは１，４００名収容なので、４５０名収容の小ホールもス
クリーンで観られるように準備し、さらに心配なので展示室にもスクリーン、プロジェクターと椅
子を２００名ほど準備しておりましたので、全部使って何とか約２，０００名の方に入場していただ
けました。
テレビで見ない日は無いほどの人気者の池上彰さんですが、さらに直前の朝日新聞のコラムの報
道、また記念事業なので入場無料にしたこともあり、江南市民文化会館始まって以来の入場者数と
のことでした。入場口では江南ロータリークラブを知っていただくためのチラシを配り、大いにロー
タリークラブのＰＲもできました。
講演のテーマは「学び続ける力」ということで、最初に朝日新聞とのことにも触れながら，ご自
身の体験、生涯を通じて学ぶことの重要性などのお話しで、１時間半の休み無い、分かり易い話し
ぶりに２，０００名の観客は引き込まれました。
池上さんは講演会の前日にトルコのイスタンブールから帰られ、また翌日には信州大学で講義、
さらにまた海外に飛ばれるとのことで、同年輩のその体力、気力に圧倒された１日でした。

江南ロータリークラブ　５０周年記念講演会のご報告
江南ロータリークラブ　会長　堀尾 庄一
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お知らせ

1.	「多民族間交流会」講演会とパネルディスカッションの開催（事業部会主体） 
				    （栄にある中電ホール　２０１４・９・１９）
①	大沢年度 “意義ある業績賞 ”受賞に対する５年間の活動レポート
②	一般の方々も含め多文化共生・多民族共生への理解を深める会を開催
③	講演会は北海道教育大学・藤巻秀樹教授
④	パネルディスカッションに愛知県知事・大村秀章、クリスグレン氏参加
⑤	地域社会で外国人との共生を実現している方々の現実を知ってもらう
⑥	５年間の交流会開催を小冊子にまとめ、日本語・英語の２か国語版の作成
⑦	中電ホール（定員４４４名）４５０名以上の来客を迎えて開催

2.	 式典部会の開催（式典部会主体）	  
				    （名古屋観光ホテル・通常例会時間　２０１４・１０・６））
①	起・・・４０年以上の会員表彰・・・・感謝と５０年に向けての気持ち
②	承・・・詩の朗読『青春』・・・・・・・心へのメッセージ
③	転・・・会員平山雅也氏ご令女・筑波大学教授平山素子氏の現代舞踊 
			   （ボレロにて祝意を表現）・・・・会員交流
④	結・・・『不易流行』を発刊し会員間の理解と親睦を深める 
			   （３５周年時発刊の『心を語る』に次ぐ１０年ごとの事業）

名古屋中 RC ４５周年記念事業
名古屋中ロータリークラブ　実行委員長　伊藤秀樹
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お知らせ

４０周年式典の開催にあたり、海外姉妹クラブ（香港  九龍西ＲＣ、フィリピン  マカティ・ウエストＲＣ、
タイ  チャンパークチェンマイＲＣ、ハワイ  ウエストホノルルＲＣ）４クラブから合計４３人をお迎えしま
した。１０月５日（日）は犬山での「昼鵜飼」の予定でしたが、台風１８号の影響で中止になり、急遽「ジャ
ズドリーム長島」へショピング、「ひつまぶし」の昼食後、一時解散、１８時よりの「海外姉妹クラブ歓迎
前夜祭」を迎えました。メインのアトラクションは、「マグロの解体ショー」と、春日ヶ丘高校インターア
クトクラブの「ＡＫＢ４８ショー」でした。山口県産の大マグロには海外姉妹クラブのメンバー・ファミリー
はビックリ！マグロを前に写真撮影をする長い列が出来、大好評で解体されたマグロもお皿を手に順番を
待つ、長い行列ができ、人気の高さを目の当たりにしました。
創立４０周年記念式典・祝宴は、１０月６日（月）に開催しました。
豊山町長 鈴木幸育様、名古屋空港長 萩本淳平様、国内姉妹クラブの松本空港ＲＣ、海外姉妹４クラブ、

全国空港ＲＣフォーラムの会長・幹事、東尾張分区ガバナー補佐加藤令吉様をはじめ分区内クラブの会長・
幹事と我がクラブの会員・夫人合計１６１名の参加者をお迎えして盛大に開催出来ました。台風１８号の
影響で、当日見学を予定していた「リニア・鉄道館」も閉館で予定がくるくる変わることになりましたが
式典が始まる時刻には、台風一過の秋晴れになりました。
記念事業の目玉は、多分日本で、世界でも初めて作成したゆるキャラ「空太（くうた）」です。ロータリー

をＰＲする為に作成しました、今後は１１月のＷＦＦにも参加します。近藤ガバナーは、当日立法案審議
委員会に出席の為、祝宴からご参加頂きました。近藤ガバナーのご挨拶の中で我がクラブの特徴である
海外姉妹クラブとの交流の中の一つを紹介して頂きました。１月の国際協議会で、「感動した心に残るロー
タリー体験。」について、ＲＩ理事のお一人が、「ＲＩ第２７６０地区の名古屋空港ＲＣと２０年前に、マカティ
大学で奨学基金を造り毎年恵まれない学生に奨学金を給付し、大学を出て立派な社会人となっており、そ
の数が百人を超えて現在から未来へ続くこと。」を話されました。近藤ガバナーは自分の地区内クラブが
紹介されたことが誇らしかったとお話されました。（そのＲＩ理事は、マカティ・ウエストＲＣのＰＤＧ ギ
ラー・タマンガンさんでした。）
祝宴では「よさこいソーラン チーム松舞」の踊りに大勢が舞台に上がり、近藤ガバナーも思い切り踊ら

れて、ジャンプまでされていました。この光景を見て、今回の式典の無事終了と祝宴の成功を実感しました。

名古屋空港ロータリークラブ創立４０周年記念式典報告
名古屋空港ロータリークラブ　創立４０周年実行委員会　実行委員長　中林 正人
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ロータリーコーディネーター
ニュース

-８ 月号 -

RPIC（Zone2）髙野孫左ヱ門

「My Rotary」を活用しよう

2013 年 6月、ロータリーの新しいロゴが登場、同時に、これまでロータリア
ンの情報源として活用されてきたウェブサイトもリニューアルされました。

新しいウェブサイトは『リーダーのネットワークへ（さまざまな国・文化・
職業のリーダーとつながろう）、アイディアを広げよう（交流のネットワー
クに参加し、視野を広げよう）、行動しよう（豊かな町づくりをめざし、持
続的な、発展を支援しよう）』をキーワードに、戦略計画に基づいた「地区
やクラブの活性化」推進のためのリーソースが整備されています。

一般的には、ロータリーは世界で多くの「よいこと」を行っているにもか
かわらず、それがほとんど知られていないという事実が国際ロータリーの

調査により明らかになりました。
ロータリーを分かりやすく、しかも魅力的にアピールしていこうというのが、この取り組みの目的です。
その対応として「ビジュアルアイデンティティ」と「ボイス」が提示されました。
「ロータリー活性化」の新しい「ビジュアルアイデンティティ」では、ロゴが新しくなっただけでなく、色、
フォント、写真のスタイル、アイコンなど、ロータリーとしての一貫性を保ちながらも柔軟にデザイン
するためのガイドラインが定められています。
このガイドラインを参照し、クラブが作る資料やホームページなど、ありとあらゆるコミュニケーショ
ンにロータリーのブランドを反映させてみてください。
（ガイドラインは国際ロータリーのウェブサイト内「ブランドリソースセンター」（www.rotary.org/ja/
brandcenter）からダウンロードできます。

ガイドラインに加え、クラブが作成する資料にロータリーのブランドを取り入れるのには、ロータリー
の新しい「ブランドリソースセンター」が役立ちます。「ブランドリソースセンター」から資料のテン
プレートやロゴなどを簡単にダウンロードできます。

既に、国際ロータリーのウェブにある「My Rotary」への登録は済まされていると思います。同サイト内
の「運営する」から「ブランドリソースセンター」にアクセスされると、様々な資料やテンプレートを
活用する環境を得られます。使える資源は存分に活用し、公共イメージ向上に取り組んでいただくこと
を願います。
また、日本国内 34 地区、全ガバナーによるウェブサイトが開設されており、それぞれ特徴のある活動
を掲載されておられますので、準備段階でのアイディアを膨らませるツールとして活用いただけるもの
と思います。ぜひともご覧いただきご参考にしてください。

更に、クラブのウェブサイトやフェイスブックを新しくすることに挑戦してください。 
これはロゴを入れ替えるだけではありません。肝心なのは、ロータリー内部と外部の人びとを結びつけ、
誰にとっても魅力的で、ロータリーとして一貫したイメージを与えることです。
「ロータリー活性化」で私たちがお願いしているのは、ロータリーの良さや魅力をできるだけ多くの方
に理解してもらえるよう、それぞれのクラブで取り組んでいただくことです。明確なメッセージ、そして、
これまでよりも一貫性のある「ビジュアルアイデンティティ」によって、外に向けたロータリーのイメー
ジをさらに強く打ち出すことができると私たちは期待しています。これは、私たちロータリーが必要と
していることなのです。

今後のロータリーの発展を願い、皆さまのご協力をどうかお願いいたします。

11
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2013 年～ 2014 年度財務評価報告書

ロータリー財団監査委員会より、２０１３年～２０１４年度の補助金管理の監査に関して、下記のとおり報
告がありましたのでお知らせ致します。

２０１４年９月２５日
ＲＩ第２７６０地区 2013 年～ 2014 年度
	 田中　正規　ガバナー　様

2013 年～ 2014 年度地区ロータリー財団委員会
	 鈴木　文勝　委員長　　様

ロータリー財団監査委員会
委員長　片山　主水
委　員　伊藤　鶴𠮷
委　員　笠松　栄治

記

当地区ロータリー財団監査委員会は、２０１３年～２０１４年度の当地区の補助金管理について、国際ロータ
リーのロータリー財団の定める指針に従い、年次財務評価（財務管理計画評価及びその実施評価）を行ない
ましたので、その結果を、次の通り報告します。

財務評価主文

当監査委員会は、当地区の２０１３年～２０１４年度の補助金管理に関して、地区においては、ロータリー
財団の定める指針及び地区補助金とグローバル補助金 － 授与と受諾の条件の定めるところに則り、適正
に「地区財務管理計画」が作成され、その管理計画に従い、適正に財務管理が遂行・実施され、かつ、
当年度地区内参加各クラブにおいても「地区財務管理計画」に基づき「補助金管理計画」が適正に作成
され、補助金の管理及び関連書類・帳簿・帳票等の管理・保管並びに補助金の使用・使途等も適正に実施・
遂行されているものと認めます。

参考意見
別記の通り。

調査書類・帳票
地区財務管理計画書
地区補助金・グローバル補助金事業活動報告書
クラブ地区補助金最終報告書

調査期間
２０１４年７月２２日～９月１７日（４回）

以上

国際ロータリー第２７６０地区	
2013 ～ 2014 年度ガバナー　田中　正規
2013 ～ 2015 年度財団委員会	

委員長　鈴木　文勝

前年度ガバナー事務所からの報告
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文庫通信 -325-

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献 ･ 資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。
また、一部資料はホームページでＰＤＦもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。

＜ ロータリー文庫 ＞
〒 105-0011 東京都港区芝公園 2 丁目 6 番 15 号 黒龍芝公園ビル 3F　

TEL：03-3433-6456　FAX：03-3459-7506　　http://www.rotary-bunko.gr.jp/
開館＝午前 10 時〜午後 5 時　　休館＝土・日・祝祭日

◎◎ 「ロータリー・クラブに就て」　米山梅吉　1929　12p　（ロータリー・クラブ民衆文庫）

◎◎ 「汎太平洋ロータリー大會に臨みて」　トム･サットン　芝染太郎(解説）　1929　3p     （ロータリー・クラブ民衆文庫）

◎◎ 「ロータリークラブの目的と信條」　村田省蔵　D.70　1934　9p　（ロータリーを語る） 

◎◎ 「ロータリークラブに就て」　坂田幹太　1928　12p

◎◎ 「國際ロータリーの組織に就いて」　米山梅吉　1931　8p 　　

◎◎ 「常識の重要性」　米山梅吉　1937　6p

◎◎ 「新ラシキ會員ノ為メニ」　大阪 R.C.　1928　43p

◎◎ 「第七十區ガバナー告辞」　村田省蔵　今治 R.C.　1935　13p（今治ロータリー俱楽部発会式記録）

◎◎ 「サーヴイス座談會」  京都 R.C.　1937　8p　（京都ロータリー俱楽部週報附録）

［上記申込先：ロータリー文庫］

■古典文献より (２）

●  2014-2015年度  ガバナー月信   個人配信  登録方法  ●

第 2760 地区ホームページより、随時受付中！
＜ホームページアドレス＞  http://www.rotary2760.org/
① 第 2760 地区のホームページを開き、上部メニューのガバナー情報→ガバナー月信をク

リックします。
② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを 2 回入力して、登録ボタンをクリッ

クすれば登録完了となります。登録された方には、月初めに月信 PDF のリンクが記載さ
れたメールが送信されます。メール内の URL をクリックするだけで月信 PDF がダウン
ロードされ、閲覧していただけます。

前年度登録されていた方は、再登録の必要はありません
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クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

9 月

出席率
2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
9 月末日 9 月 累計 9 月 累計

東
名
古
屋
分
区

名古屋北 91 0 92 0 1 2 0 1 3 98.59%
名古屋東 87 0 88 0 0 2 1 1 4 89.89%
名古屋守山 39 3 40 3 0 1 0 0 3 86.59%
名古屋和合 104 0 104 0 0 0 0 0 4 81.49%
名古屋名東 59 7 61 7 0 3 1 1 4 87.24%
名古屋名北 38 5 38 5 0 0 0 0 4 98.48%
名古屋千種 41 3 41 3 0 0 0 0 4 92.41%
名古屋昭和 51 2 52 2 0 1 0 0 4 97.29%
名古屋錦 29 9 29 9 0 0 0 0 4 89.91%
名古屋東山 31 4 34 6 0 3 0 0 4 97.01%
名古屋葵 19 0 20 0 0 1 0 0 4 70.00%
名古屋アイリス 33 12 34 12 0 1 0 0 4 89.39%
12RC 622 45 633 47 1 14 2 3 89.90%

東
三
河
分
区

豊橋 116 3 117 3 0 2 0 1 4 92.27%
蒲郡 56 0 56 0 0 0 0 0 4 90.33%
豊橋北 73 4 73 4 0 0 0 0 4 96.07%
豊川 71 1 70 1 0 0 0 1 3 93.44%
田原 43 1 43 1 0 0 0 0 4 87.31%
豊橋南 56 0 57 0 0 1 0 0 4 99.48%
新城 43 2 43 2 0 0 0 0 4 77.65%
渥美 33 0 34 0 0 1 0 0 4 92.89%
奥三河 15 3 15 3 0 0 0 0 4 91.07%
豊川宝飯 54 2 58 2 2 4 0 0 4 92.54%
豊橋ゴールデン 64 2 65 2 0 1 0 0 4 98.30%
田原パシフィック 48 1 50 1 0 2 0 0 3 89.63%
豊橋東 42 0 43 0 1 1 0 0 4 92.23%
13RC 714 19 724 19 3 12 0 2 91.79%

西
三
河
中
分
区

岡崎 77 3 85 3 1 8 0 0 4 99.69%
豊田 93 0 93 0 0 0 0 0 4 99.41%
岡崎南 95 2 94 2 0 1 0 2 4 100.00%
豊田西 95 1 94 0 0 2 0 3 4 100.00%
岡崎東 57 1 60 1 0 3 0 0 4 99.09%
豊田東 77 0 78 0 1 1 0 0 4 93.78%
岡崎城南 74 0 74 0 0 0 0 0 4 91.89%
豊田三好 19 0 19 0 0 0 0 0 4 94.27%
豊田中 40 6 43 6 1 3 0 0 4 100.00%

9RC 627 13 640 12 3 18 0 5 97.57%

西
三
河
分
区

刈谷 94 4 93 4 0 2 1 3 4 100.00%
安城 61 4 61 4 0 1 1 1 4 96.21%
西尾 77 1 77 1 0 1 0 1 4 96.15%
碧南 68 3 68 3 0 2 1 2 4 100.00%
西尾一色 25 0 26 0 0 1 0 0 4 93.79%
高浜 33 2 33 2 0 0 0 0 4 100.00%
知立 61 0 60 0 0 0 0 1 4 100.00%
西尾ＫＩＲＡＲＡ 58 0 58 0 0 0 0 0 4 98.20%
三河安城 64 6 64 6 0 0 0 0 4 97.18%

9RC 541 20 540 20 0 7 3 8 97.95%

クラブ名

会員数 会員数 会員数 当月
女性

入会 退会 例
会
数

9 月

出席率2014 年 
7 月１日

2014 年 
7/1 女性

2014 年 
9 月末日 9 月 累計 9 月 累計

南
尾
張
分
区

半田 62 4 65 4 0 3 0 0 4 99.56%
常滑 39 0 38 0 0 0 1 1 4 95.90%
東海 53 2 57 3 0 4 0 0 4 95.96%
東知多 19 1 21 1 0 2 0 0 4 84.52%
半田南 38 1 36 1 0 0 0 2 4 96.47%
知多 27 3 29 3 1 2 0 0 4 80.40%
大府 16 0 16 0 0 0 0 0 4 69.05%

7RC 254 11 262 12 1 11 1 3 88.84%

西
尾
張
分
区

一宮 89 1 90 1 0 2 1 1 4 97.73%
津島 63 4 67 4 0 4 0 0 4 98.43%
尾西 20 1 20 1 0 0 0 0 3 96.67%
一宮北 38 2 38 2 0 0 0 0 4 86.48%
稲沢 55 1 55 1 0 0 0 0 4 88.23%
あま 79 2 79 2 1 1 1 1 4 100.00%
名古屋清須 28 1 31 2 1 3 0 0 4 92.18%
尾張中央 30 0 31 0 0 1 0 0 4 92.45%
一宮中央 42 6 42 6 0 0 0 0 4 96.43%

9RC 444 18 453 19 2 11 2 2 94.29%

東
尾
張
分
区

瀬戸 64 6 64 6 2 2 1 2 4 98.02%
犬山 59 0 61 0 0 2 0 0 4 100.00%
江南 49 0 49 0 0 0 0 0 4 96.98%
小牧 30 2 30 2 0 0 0 0 4 92.71%
春日井 56 2 58 2 1 2 0 0 4 98.25%
尾張旭 25 1 25 1 0 0 0 0 4 98.00%
名古屋空港 54 1 55 1 0 1 0 0 4 98.99%
瀬戸北 66 7 66 7 0 0 0 0 4 100.00%
岩倉 15 1 15 1 0 0 0 0 4 95.00%
名古屋城北 31 5 31 5 0 1 0 1 4 93.51%
愛知長久手 20 5 20 5 0 0 0 0 4 93.75%
愛知ﾛｰﾀﾘｰＥクラブ 22 7 23 7 0 1 0 0 5 100.00%

12RC 491 37 497 37 3 9 1 3 97.10%

西
名
古
屋
分
区

名古屋 182 0 189 0 1 9 1 2 4 86.65%
名古屋西 96 0 103 0 1 7 0 0 4 85.13%
名古屋南 119 0 122 0 0 3 0 0 4 96.37%
名古屋みなと 71 0 71 0 0 0 0 0 4 100.00%
名古屋東南 77 5 82 5 0 5 0 0 4 92.13%
名古屋中 130 0 129 0 1 1 2 2 4 97.25%
名古屋瑞穂 63 0 63 0 0 0 0 0 4 97.03%
名古屋大須 57 5 60 6 1 3 0 0 4 88.37%
名古屋栄 82 0 83 0 0 1 0 0 3 94.53%
名古屋名南 54 8 53 8 0 0 1 1 4 88.00%
名古屋名駅 80 6 83 6 0 5 2 2 4 99.06%
名古屋丸の内 44 7 47 8 0 3 0 0 4 95.35%
中部名古屋みらい 22 7 22 7 0 0 0 0 4 40.91%

13RC 1,077 38 1,107 40 4 37 6 7 89.29%

地区内クラブ数　84 ＲＣ

2014 年 7 月１日会員数 4,770 名 内女性 201 名 増加会員数（累計） 119 名

2014 年 9 月末会員数 4,856 名 内女性 206 名 減少会員数（累計） 33 名

当月平均出席率 93.34%	 差引純増会員数（累計） 86 名

クラブ 平均

平均出席率 84 93.34%

9 月
入 会 退 会 純 増

17 名 15 名 2 名

会員数及び出席報告（平成 26 年 9 月末）


